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物理チャレンジ2005 
2005年8月12-15日 



日本初! チャンレンジャー１００人による全国高校物理コンテスト 

物理チャレンジ２００５ 
２００５年８月１２-１５日 



IPhO 2006 シンガポール大会  開会式直前 

87カ国から物理好き高校生が集まる ２００６年７月９日 



IPhO 2006 シンガポール大会  日本代表選手の５人 



物理チャレンジ2005  

理論コンテスト 

実験コンテスト 



物理チャレンジ 2005 金賞・銀賞・銅賞 受賞者のうち、 
高校２年生以下の生徒12名をオリンピック代表候補者として選ぶ 

通信教育による特訓 
  毎月添削問題・レポート 
 
１１月 力学 
１２月 電磁気 
１月  熱・波動 
２月  合宿問題 



強化トレーニング・最終選考合宿 (八王子大学セミナーハウス) 2006/3/21-24 

東京    ３ 
京都    １ 
岡山    １ 
兵庫    ２ 
福岡    １ 
宮崎   １ 
鹿児島 １ 
 



理論セミナー 
宿題問題の発表：・月はいつ静止衛星になるか   
            ・相対論 
            ・光と電磁気 

宿題問題の発表：・人工衛星の力学 
            ・熱力学 
            ・量子論 



実験演習 at  東京工科大学 
・測定誤差の解析 
  マイクロメータ 
・電気・電子回路実習 
  オシロスコープ 
   ・直流回路 
    キルヒホッフの法則 
   ・交流回路 
     ＲＬＣ共振回路 
   ・半導体 
     ダイオードによる整流 



シンガポールへの出発前日（７月６日）いざ出陣！  



シンガポール空港での歓迎（7月8日） 



いよいよオリンピック会場に… Nanyang 工科大学  



第37回 IPhO (Singapore 2006) 開会式 (7月9日) 

シンガポール文部大臣による「聖火」の点燈 

Chairman  Xu 教授 

史上最多の参加国  ８７カ国（選手派遣）＋５カ国（オブザーバーのみ） 



８７カ国の選手が入場 



IPhO 2006 シンガポール大会  日本代表選手の５人 



生徒たち：ノーベル賞受賞者の講演 (7月9日 午後) 
Ｃ．Ｎ．Yang   (1957 物理学賞 素粒子のパリティの破れ) 

小柴昌俊  (2002 物理学賞 ニュートリノ) 



役員会議 (7月9日 午後) 

理論問題の検討・改良と翻訳 



大激論の末、理論問題が確定したのでが夜中の12時近く 

参加国役員の多数決で問題が確定 



英文の理論問題を日本語に翻訳。 
終了したのが翌朝６時。 
理論試験開始の２時間前。 
結局、他の国の翻訳作業が 
遅れのため、理論試験が 
１５分遅れで開始。 



理論試験 (7月10日 8:15-13:15 五時間) 

「個室型」試験会場 



2005 国際物理オリンピック（スペイン、７月） 

黒体輻射に関する実験 





重力によって波長が変化 
→光路差が生じる 



ローレンツ収縮 



１．デジタルカメラの分解能   （カメラの絞り Ｆ値、 レンズの分解能） 
 
２．かたゆで卵  （熱流に関するフーリエの法則 J=κ       ） 
 
３．稲妻によって開放される静電エネルギー 
 
４．毛細血管での血圧と血液の流れ  （電圧・電流のオーム則との類推） 
 
５．超高層ビルの屋上と地上との温度差 （断熱膨張）  
 

ΔＴ 
Δr 

今年の理論試験： 
古典力学、電磁気がほとんど出題されなかった！ 





理論試験が終わって、とりあえずホット一息。 

その日の夜１時に 
答案のコピーが 
役員宿泊ホテルに 
届けらる。 
深夜１時から４時まで、 
一部採点してみる。 



7月11日：学生たちは楽しい遠足。役員は、実験問題の検討・翻訳 



実験問題：マイクロ波の干渉、全反射、ブラッグ反射 

ノーベル賞受賞者が激励に訪れる 





実験試験 (7月1２日 8:００-13:００ 五時間) 



問題１ ：マイケルソン干渉計 

空気中におけるマイクロ波の波長λを決定す
るために，マイケルソン干渉計を組み立てな
さい。光路差を変えながら測定した受信器の
出力値を表にしなさい。それをもとにして波
長λを求めなさい。求めた波長の誤差Δλが
0.02 cmより小さくなるようにしなさい。 

解答 



問題２ ：薄膜（プラスチック板）の干渉 

受信器の出力Ｓの変化を，入射角θ１が
40°から75°の範囲の角度の関数として測
定することのできる実験装置を組み立て、そ
の略図を描きなさい。次に、得られたデータ
を表で示しなさい。 さらに、それをもとに
受信器出力Ｓを入射角θ１に対してグラフに
描きなさい。強め合いと弱め合いに対応する
角度をそれぞれ正確に決定しなさい 

解答 



問題３ ：不満足な全反射 

全反射のとき、光（減衰波）が一部 
外にしみでている 

第２のプリズムを 
近づけると、その 
減衰波を取り出 
せる。 

片対数プロットを 
方眼紙に描く 

プリズムの屈折率 n1 を誤差も含めて求める。 

解答 
実験配置図 

測定データ 

各データ点の誤差棒 
を考慮して最大傾きと 
   最小傾きを求めて 
       誤差を評価 



問題４ ：金属棒格子によるブラッグ反射 解答 

ブラッグ角を測って、格子間隔 a を求める 

実験配置図 

測定データ 

「この箱は開けてはいけません。」 



実験問題 

実験をデザインする能力 
・実験器具の配置を自分で考える 
 
データ解析の能力 
 ・片対数プロットを方眼紙にする 
 ・誤差の評価 
   測定回数を増やして 
     誤差を減らす 
   各データの誤差棒から最終的な 
     誤差を見積もる 
 
実験のセンス ⇔ 不親切な設問  
  実験器具の使い方の 
  説明がほとんど無い。 
 

日本の物理教育とはかなり違う。 

片対数プロットを 
方眼紙に描く 

実験配置図 

測定データ 

各データ点の誤差棒 
を考慮して最大傾きと 
   最小傾きを求めて 
       誤差を評価 



悲喜交々。すべての試験が終わった！ 



試験の無事終了を祝う中間パーティ (7月1２日 夜) 

その日の夜２時に 
実験答案のコピーが 
役員宿泊ホテルに 
届けらる。 
深夜２時から４時まで、 
一部採点してみる。 



試験から開放：ビーチでシンガポールを満喫 (7月1３日) 



試験から開放：市内観光・講演会・天体観測 (7月1４、１５日) 



その間、役員は答案の採点および 
シンガポール採点委員との復活折衝 (7月13, 14, 15日) 

採点： （７月１３日） 
 各国の役員による採点と 
 シンガポール採点委員による採点 
 を独立に行う。 
 
役員会議 No. 1 （７月１４日） 
仮の成績順位の発表 
 シンガポール採点委員による 
 成績に基づいて全員の成績順位 
 が発表。 
 金メダル（６％）、銀メダル（１２％） 
 銅メダル（１２％）の最低点数を決定 
 
減点復活折衝（Moderation） （７月１５日） 
 各国の役員とシンガポール採点 
 委員が直接面談し、採点の適正化 
 を行う。 
  
役員会議No. 2  （７月１５日 夜） 
 Moderation の結果、修正された成績 
によってメダリストを最終的に決定。 
 

シンガポール採点委員は、さまざまな言語で 
書かれた答案を採点するため、見落としや 
不完全な場合がある。 

ホテルでの採点作業 



    閉会式 (7月1６日) 

オリンピック・フラッグが 
シンガポールからイランへ 

ＩＰｈＯ会長賞 

銀メダリスト 



参加選手 ３９８名中 
 金メダル ３７人 
 銀メダル ４９人 
 銅メダル ８２人 
 Honourable Mentions ８１人 

銅メダル 
銅メダル 

銀メダル 
銅メダル 

Honourable  
Mentions 



Farewell Party (7月16日) 

選手たちと学生スタッフの打ち上げ 



帰国後、文科省および松田科学技術担当大臣に報告 (7月1８日) 



IPhO2007 イラン大会  

岡山からイランへ 

来年は君が主役だ！ 


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	物理チャレンジ2005 
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12
	スライド番号 13
	スライド番号 14
	スライド番号 15
	スライド番号 16
	スライド番号 17
	スライド番号 18
	スライド番号 19
	スライド番号 20
	スライド番号 21
	スライド番号 22
	スライド番号 23
	スライド番号 24
	スライド番号 25
	スライド番号 26
	スライド番号 27
	スライド番号 28
	スライド番号 29
	スライド番号 30
	スライド番号 31
	スライド番号 32
	スライド番号 33
	スライド番号 34
	スライド番号 35
	スライド番号 36
	スライド番号 37
	スライド番号 38
	スライド番号 39
	スライド番号 40
	スライド番号 41
	スライド番号 42
	スライド番号 43
	スライド番号 44
	スライド番号 45
	スライド番号 46

